
議員全員協議会
市から議会へ次のような報告がありました。

17

Q

Q

　
A

A
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）
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市政への一般質問

Q　

投
票
の
結
果
に
つ
い
て
の
告
知
は
。

A　

文
書
に
よ
る
告
知
の
ほ
か
、
当
選
者

に
電
話
で
通
知
し
て
い
く
。

ー
煉
瓦
工
場
東
側
県
道
の北

部
へ
の
接
続
ー

Q　

県
道
成
塚
中
瀬
線
の
北
側
バ
イ
パ
ス

部
分
は
30
年
前
に
休
止
の
ま
ま
だ
が
。

A　

土
地
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
な

ど
整
備
の
見
通
し
が
立
て
ば
事
業
を
復
活

さ
せ
た
い
意
向
が
あ
る
と
の
県
の
答
え
で

あ
る
。
各
県
道
の
進
捗
状
況
や
予
算
の
動

向
で
再
開
時
期
を
検
討
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

7月 8月 9月

議会のうごき
行 事 内 容 行 事 内 容 行 事 内 容

2(月)　議会開会、議案説明、
　　　　議会運営委員会、
　　　　決算特別委員会

5(木)　議案質疑
9(月)　産業建設委員会

10(火)　総務委員会
11(水)　福祉文教委員会
12(木)　決算特別委員会
13(金)　決算特別委員会

19(木)　一般質問
20(金)　一般質問
24(火)　一般質問
26(木)　議会運営委員会、議会閉会
　　　　議員全員協議会

議員全員協議会

 スケジュール（予定）

 事業費（令和元年 114,300千円）

渋沢栄一
アンドロイドの
制作数及び
設置場所

制 作 数　2 体（立体、座位を各 1 体）
　　　　　　遠隔操作又は事前のプログラミングにより、人間と同じように顔や体を動作することが可能
　　　　　で話すこともできます。歩行はできません。
設置場所　渋沢栄一記念館、旧渋沢邸「中の家」にそれぞれ 1 体を設置予定です。

アンドロイド制作 82,500 千円
・アンドロイド2体分で消費税（10%）込みの金額
・財源は寄附金の1億円を充当
・寄附金の残金は教育基金に積み立て、次年度以降の
 アンドロイドの維持管理費に充当

渋沢栄一記念館
（八基公民館）

改修工事
31,800 千円

（改修工事の内訳）
公民館和室の改修➡アンドロイドを設置するため
公民館工芸室の改修➡工芸室を和室へ改修する
倉庫の新設➡物品等の保管倉庫を造る
・財源は一般財源

令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度

1体目（立体）制作

公民館和室等改修

2体目（座位）制作

旧渋沢邸「中の家」主屋構造補強および改修工事（令和3年度末）

1体目披露
記念館で一般公開
時期：令和2年4月

2体目披露
中の家で一般公開
時期：令和4年春

 

・
財
産
取
得
の
議
案
提
出

 

・
９
月
補
正
予
算
計
上

2体目完成、中の家工事完了まで保管

　　　　　　　  本年 4 月の新一万円札の肖像決定により渋沢栄一翁への関心が高まっていることから、栄一翁の功績や考え
を多くのかたに知ってもらう新たな手段として、「渋沢栄一アンドロイド」を 2 体制作します。制作後は、渋沢栄一記念館及
び旧渋沢邸「中の家」に設置する予定で、来館者が栄一翁の講義を受けたり、栄一翁のありし日の姿を体感していただくなど、
栄一翁のことを楽しく体験しながら学ぶことができます。
　なお、渋沢栄一アンドロイドの制作にあたり、株式会社ドトールコーヒー名誉会長　鳥羽博道氏より、本年 7 月に渋沢栄
一の顕彰を目的に 1 億円の寄附金をいただき、寄附者の意向を踏まえ、これを財源に制作するものです。

事業の概要

渋沢栄一アンドロイド（人間酷似型ロボット）の制作について

7(日)　深和会 行政視察 ～10日
　　　　沖縄県石垣市
　　　　・尖閣諸島を取り巻く現状
　　　　・小中学校の暑さ対策
　　　　・６次産業化支援事業

24(水)　公明党 行政視察 ～25日
　　　　滋賀県大津市
　　　　市町村議会議員研修

27(土)　日本共産党 行政視察 ～29日
　　　　静岡県静岡市ほか
　　　　第61回自治体学校ｉｎ静岡

30(火)　議員全員協議会

7(水)　深谷同志会 行政視察 ～9日
　　　　北海道紋別市ほか
　　　　・元気なまちづくり事業　
　　　　・ご当地グルメ推進事業　
　　　　・駅前交流プラザ・よろーな
　　　　・旭川市観光産業事業

26(月)　議会運営委員会、
　　　　議員全員協議会

渋
沢
栄
一
翁
の
一
万
円
札
発
行
に
つ
き
事
前
の
連
絡
は

Q
公
共
施
設
へ
の
「
W
ｉ
ー

F
ｉ
」
設
置
状
況
と
方
向
性
は

７
施
設
で
設
置
、
今
後
効
果
を
見
極
め
個
別
に
判
断
し
て
い
く

A

財
務
省
か
ら
事
前
の
連
絡
は
な
い
。髙た

か
だ田　

博ひ
ろ
ゆ
き之

福ふ
く
し
ま島　

秀ひ
で
き樹

Q　

こ
の
追
い
風
を
、
市
全
体
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A　

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
い
か
す
た
め
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド

の
両
面
を
計
画
的
に
実
施
し
、
団
体
、
企

業
等
と
連
携
を
図
り
、
道
徳
経
済
合
一
説

の
原
点
が
本
市
で
あ
る
こ
と
を
、
国
内
外

に
発
信
し
て
い
く
。

Q　

渋
沢
栄
一
大
学
を
開
講
し
て
は
。

A　

現
在
栄
一
塾
、
渋
沢
栄
一
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
を

通
し
て
、
提
案
の
内
容
は
既
に
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ー
大
河
ド
ラ
マ
館
を
作
る
考
え
は
ー

Q　

深
谷
市
へ
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

A　

過
去
に
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ

た
自
治
体
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。
市

内
へ
の
設
置
の
可
否
に
つ
い
て
、
判
断
し

て
い
く
。

ー
投
票
率
向
上
対
策
ー

Q　

投
票
立
会
人
に
高
校
生
を
入
れ
た
ら
。

A　

今
後
、
若
年
層
の
選
任
を
検
討
す
る
。

Q　

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
設
置
は
観
光
客
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
防
災
へ

の
効
果
も
期
待
で
き
る
。
方
向
性
は
。

A　

新
庁
舎
は
設
置
予
定
。
今
後
の
公
共

施
設
設
置
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
施
設

の
設
置
目
的
や
期
待
で
き
る
効
果
を
見
極

め
な
が
ら
個
別
に
判
断
し
て
い
く
。

ー
深
谷
市
が
行
う
災
害
へ
の
取
組
は
ー

Q　

昨
今
、
日
本
各
地
に
お
い
て
台
風
・

大
雨
・
地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
多
発
し

て
い
る
。
深
谷
市
が
行
う
取
組
は
。

A　

深
谷
市
総
合
計
画
及
び
深
谷
市
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
「
自
助
・
共
助
・
公

助
」
の
考
え
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
総
合
防
災
訓
練
、
自
治
会
を
対
象

と
し
た
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
強
化
し

各
種
団
体
を
対
象
と
し
た
防
災
講
座
や
防

災
訓
練
、
備
蓄
食
料
や
資
器
材
確
保
、
さ

ら
に
は
民
間
事
業
者
な
ど
と
災
害
協
定
を

結
び
災
害
に
備
え
て
い
る
。

ー
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
は
ー

Q　

深
谷
市
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
に
向
け
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
評
価
は
。

A　

市
内
の
小
３
か
ら
中
学
生
に
９
月
29

日
開
催
の「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
対
ウ
ル
グ
ア
イ｣

の
観
戦
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
１
７
４
名

の
応
募
が
あ
っ
た
。
小
学
生
を
対
象
に
、

９
月
１
日
開
催
の
「
深
谷
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
深
谷
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

の
選
手
と
の
ラ
グ
ビ
ー
体
験
・
ル
ー
ル
解

説
や
観
戦
国
の
事
前
学
習
を
行
っ
た
。
児

童
生
徒
に
一
生
心
に
残
る
無
形
の
レ
ガ
シ

ー
を
構
築
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

県道成塚中瀬線

深谷ラグビーフェスティバルにおいて

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから


